
 

Ｑ 家族の介護を行っている従業員を支援できる制度はありますか？ 

 

Ａ 介護に関する制度には、「介護休暇」 と「介護休業」があります。 

いずれも家族の介護を支えるために設けられていますが、目的や利用方法に違いがあります。  

まず、「介護休暇」は要介護状態にある家族の通院の付き添いや一時的な世話など短期間の対応

を目的とした制度です。 

対象家族１人につき年５日（２人以上で年１０日）取得可能で、１日単位だけでなく時間単位での

利用も認められています。 

介護休暇取得時の賃金の支払いについて、有給か無給かは会社の就業規則によります。  一

方、「介護休業」は家族が要介護状態になり、長期的にまとまった時間が必要な場合に取得できる

制度です。 

同一の対象家族１人につき通算９３日まで取得可能で、３回まで分割して取得できます。 

介護休業期間中は原則無給ですが、一定の要件を満たせば雇用保険の介護休業給付金を受 

給することができます。 

 

 

介護休業給付金の概要については次のとおりです。 

 

①支給対象者…雇用保険に加入している一般被保険者で、介護休業開始日前の２年間に賃

金支払い基礎日数が 11 日以上ある月が 12 ヶ月以上ある方が対象です。 

 

②支 給 額…原則として、休業開始時賃金日額（上限あり）の 67％が支給されます。 

   

③支 給 期 間…同一の対象家族につき、通算９３日を限度として最大３回まで分割して取得・ 

支給されます。 

 

※「介護休暇」、「介護休業」のいずれも労使協定で取得できないとされた従業員を除きます。 

～介護休暇と介護休業～ 



 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

厚生労働省：「介護休業特設サイト」からの抜粋


